
水産業の概況

－総生産量は増加－

　平成24年の長崎県における海面漁業・養殖業総生産量は267,292ｔで、

海面養殖業は増加したものの、海面漁業生産量が減少し、前年に比べ

23,846ｔ（8.2%）減少しました。

　海面漁業の漁獲量は245,565ｔで、前年に比べ24,462ｔ（9.1%）減少し

ました。これは、かつお類、うるめいわし、さば類等で増加したものの、まぐろ類、

かたくちいわし、まあじ、ぶり類、いか類等が減少したためです。

　海面養殖業の収獲量は21,727ｔで、前年に比べ615t(2.9％）減少しました。

　また、養殖種類別ではぶり類等の魚類養殖、わかめ類養殖等が増加した

ものの、かき類、のり類養殖等が減少しました。

（ 九州農政局長崎地域センター ）　　
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海面漁業生産量の推移
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